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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼです。このキナーゼはMAPK7/ERK5と特異的に相互作用し、活性化します。このキナーゼ自体は、MAP3K3/MEKK3だけでなく、非定型プロテインキナーゼCアイソフォーム（aPKC）によってもリン酸化・活性化されます。このキナーゼを介したシグナルカスケードは、成長因子刺激による細胞増殖および筋細胞分化に関与しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat (1)、A431 (2)、A549 (3) 細胞溶解物に対するMAP2K5マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	MAP2K5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による MAP2K5 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。

